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令和４年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

【デリバティブ入門】 

日  時:２０２２年１０月１日（土） 

受講者数:１２名 

会  場：神戸研究学園都市 UNITY セミナー室 

講  師: 政策科学研究所 講師 落合夏海 

 

 金融商品の中でも難解なイメージのあるデリバティブについて、デリバティブ初心者の方向けに、基

本的な種類や仕組みの入門的な内容について平易な言葉で解説した。とくに先物・オプション取引につ

いて、簡単な例を使ってその仕組みと損益の特徴についてお話しした。 

「デリバティブ」はある原資産の価格変動に依存してその価値が決まる金融商品であり、その原資産

は株式や為替レート等の金融商品から、原油や電力等のコモディディや天気まで多岐にわたる。デリバ

ティブはこれらの原資産の変動による将来の不確実性に起因するリスクをコントロールするための手

段を与える。デリバティブの起源は古く、古代ギリシャの哲学者ターレスが行ったオリーブの絞り機を

借りる権利の売買がオプション取引の初めと言われている。日本においても、江戸時代の堂島米会所の

米の先物取引は世界初の本格的な先物取引として知られており、デリバティブ取引は新しいものという

訳ではなく、その時代のニーズに応じて行われてきた経済活動といえる。デリバティブは「先渡し」「先

物」「スワップ」「オプション」の大きく４つに分けられる。先物とは将来のある時点において、あらか

じめ決められた価格で、特定の量を購入もしくは売却する契約である。オプションとは、ある原資産を

将来のある時点であらかじめ決められた価格で「買うことができる権利」、「売ることができる権利」を

売買するもので、前者をコールオプション、後者をプットオプションという。簡単な例を使って、コー

ル/プットの買いと売りのそれぞれの損益を説明し、その特徴を解説した。デリバティブは経済主体の

様々なニーズに対して多様なリスクコントロール手段を提供する一方で、大きな価格変動時には予想外

に損失を拡大させるリスクもある。デリバティブ取引について正しく理解したうえで、許容可能なリス

クの範囲内で適切にデリバティブを活用することが重要になる。 

 


